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天　界　新　知　識

　　　　　　　　　　　　　楯座：R星の研究

　たて座R星は第十一番目に婁見された攣星で，1795年にE・Pi91・ttが見出したも

のであるが，過去’41）年にわたり1｛ers．　cliclやArgclander等を始め，．多くC．）人々の観

測により，此の星がLうし「座RV型の典型的攣星であることが知られるに至った・

最近ホンガリや國ブダペスト市の1〈・，nk‘Ay天女盛のK・M町a氏は此の星のあらゆる

観測材料により光度曲線の徹底的研究を登表した・〔K・nkoly　Al，h．1・3〕其の結果を

要約すると・主要極小期より

　　　　週期1』147．747＋1．385C・s（4．。41E＋176・。9）

光度は最大4・5から最小8，5までω間を甚だ不規則に憂するが，雫均疸としては

　　　　桶大5．23　　　主要極小6・75　　　第二趣小5．q・7

光度曲線の形により
　　　　　　　　　　　　　　　イコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　主要趣大一主要極Js　＝38．5　　　第二換大一第二栢司、＝27．6

　　　　第ご趣・」・一主要極大＝3L2　　　主要極小一第二極た二4｛、・5

故に

　　　　早上極小一圭要極・：・＝69．7　　　主要極小一第二極小＝68．1

叉

　　　　三k要極ノく一帯．：tw一プく＝＝79．0　　　　　　　第一＝弾入こ一」三要ね喚ノく二＝5S．S

Gcrasim・vic氏によれば此の星はRV　T：uu型12個中の最大週期，最大振幅を有し，ヌ．

最も不規則のものである・〔参考交献IIr・C．341；Ilandl♪．　d．　AI〕．　VI，179〕

　　　　　　　　　　　　　＝つの二重星の軌道計算

　来國ペンシルバ＝ヤ大回フラワ1天文塁のR・H・XVilson君｛よπL’Ur岨。　Mimris（1又．

はADs　9769或はBDs　7416）及びΣ2294の楕圓軌道を一ドの如く計算した・〔AJ　l（D23〕

　　　　　　　　　　　　　　　　π2U］Mi　占毫　　　　　　　　　Σ　2294

　　　週　　　期P　　　　140・0年　　　　200年
　　　近星鮎通過T　　　　10．　02，00　　　　1892．0

　　　離　心　…率e　　　　　O．S50　　　　0．92
　　　毎年雫均運動角n　　　　　　2・。57　　　　　　　1・080
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　　O．i！397

士126．。5

　149．es

　　9．01

　　Thieleの方法

　　O．／！533

±108．03

　178．09

　92．e7

　　Zwierの圖式法

　　　　　　　　　　桓星のボロメ1タ1光度と温度との關係

　工914年來一般の天艦物理學界に有力な指針として奪重されてるる所謂RusseU－Hertz－

sprUII9圖とは，星の絶劃眼白光度と其のスペクトル型との關係を表はすものである

が，しかし一歩進んで考へると，長年光度といふのも，スペクトル型といふのも，可

なり學的意味のアイマイなものであって，他との關係を考へる馴合に全く無意味とな

るこ．とすらある・南阿ジヨノ・ネスバiグのA・E・｝1・Blcksley氏は，回れを改めて，

もっと合理的な藪量間の關係に引き直さうと試み，むしろ絶封ボP刈タ1光度（B）

と，有効温度（ti）叉は其れと關醒す．る量とを用みること、し，例へば

　　　　Bs＝一10109が　但し，太陽の適合はBs＝0

といふものを用みた・このBsは軍位表面のボロメ1タ】光度である・

　さて，ヰルソン山天目皇より蛮表された星の分光覗差の論から材料を探って，途に

圭系列の星については　　B＝＝L519×Bs十4・66±OA

といふ關係を得た・之れに封し，

　　　　B＝d十5十5　lo9　丁　但し，　dは現品ボロメ1タ1光度，πは親差

を用みると，

　　　　log　T＝＝o，304　p），一〇．20　d－o，07±o，os

といふ結果が得られ，可なり精密に星の親出を計算：する手段を得る・〔・、N・609　O〕

　　　　　　　　　　　　　　バ1ナ1ド星の加速度

　恒星の固有運動に加速度を示す場合は，理論上のみ多くは想像され，實測上には殆

んど例の無いほど珍らしいことであるが，しかし，さすがに全天第一の大固有運動を

有するバ1ナ1ド星だけは，かうした加速度が實測がらも算出された・之れは米國ゾ

ジ＝ヤ大望マコ1ミク天文墓のIj・　T　a　n　de　Kamp氏の研究である・〔A∫1024〕一般

に，星の観線速度をV・固有蓮動をy・，覗差を．πとすると，加速度は

　　　　＿O！ノOO600209）×π×V×y

となる〔AN　154，67；vJs　37，242；AJ　30，137〕・これにバ1ナ1ド星の場合の

　　　　n＝O！io”　o”　V＝＝　一110　1cm／sec　y＝．　10．Xi3

を用みると，加速度は＋0・”OO128となる筈である・之れを赤纒と赤緯とに分け，爲

眞槻測の結果と比較すると，

　　　　　　　　　　　赤経の加速度　　　　　　赤緯の加速度
　　　　言十　　算　　　　　　　 一〇！／00009　　　　　　　　　　　　　　十〇！〆00127

　　　　槻　　詑財　　　　　　　　一〇．00055±”．00027　　　　　　　　一モー0．00059ゴ＝”．00021

　　　　　差　　　　　　　　　一〇．00046　　　　　　　　　　　　　　　＿0．00068

此の差は偶然誤差と見られてるる・


